
大志を育む 

 

「ＩＱは高いのに困り感があるのはどうしてですか？」という質問に答えて 
～知覚推理と処理速度の力は高く、言語理解とワーキングメモリーの力は低いＡさんの場合～ 

 

             教育支援課 指導主事（特別支援教育担当) 石川 和男  

  

Ａさんの保護者との教育相談の際に知能検査結果を見せていただき、ＩＱが平均よりも高いことが分

かった時、私たち（担任）は、勉強や生活に大きな問題はないだろうと考えがちですが、実際は困り感

を感じている場合があります。個人の能力の中で「知識を得る働き（認知）」に凸凹
おうとつ

があると能力のバ

ランスが悪く、たとえ高いＩＱであっても、注意をうまく切り替えられなかったり、記憶を保つことが

苦手で、結果的に学習や生活に困難を抱えてしまったりする場合があるのです。 

Ａさんの場合、得意な知覚推理（目で見る力）と処理速度（作業速度や正確性）から、見て考えたり

直感的に考えたりすること、順序良く正確に処理したりすることに力を発揮しやすいと考えます。例え

ば、算数・数学の図形問題や国語で漢字の形を覚えること、またものづくりなどの実技系の教科で力を

発揮しやすいと考えます。その一方で苦手な言語理解（語彙力や説明力、理解力）やワーキングメモリ

ー（作動記憶…短期記憶量や記憶したことを使って考える）が苦手なために、聞いたことを理解して行

動することに苦労する可能性があります。メモを置いたり、画像等の視覚的情報を補ったりする支援が

考えられます。 

また、できていたとしても「疲労度」を確認する必要があります。楽しく得意なことは力が発揮され

やすい一方で、興味関心のないことはすぐに疲れて、力を発揮しづらいのです。 

語彙やワーキングメモリーを楽しく学ぶ方法として「しりとり」や「古今東西ゲーム」が有名です

が、『下のクイズ』のように、過去の経験を照らし合わせながらワーキングメモリーや言語理解の力を

使って、楽しく学ぶことも考えられます。 

参考：上野一彦 他著「日本版 WISC-IV による発達障害のアセスメント‐代表的な指標パターンの解釈と事例紹介」（日本文化科学社） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年７月１９日 
       （教職員向け） 

      教育委員会だより 
 

   Ｎｏ．５９ 
 

発行：北広島市教育委員会 

Ｑ．このセリフはどこ（場面）で

言っていると思いますか？ 

「ぼくはきつねだ！」 

「わたしはたぬきよ！」 

答え Ａさん … うどん屋さん（そばやさん） 

答え Ｂさん … 学芸会の劇の練習 
 

解説：実はこの問題は、ワーキングメモリーを使って

これまでの経験を照らし合わせながら、「この場面は

どこかな？」と想像し答える必要があるのです。 

「どうしてそう思ったの？」とＡさんに聞くと、「前

に家族で〇〇といううどん屋さんにいって、ぼくはき

つねうどんを食べたんだ」と、うれしそうに話してく

れるかもしれません。 



大曲中学校区における小中一貫教育の取組 

１ 大志学（キャリア教育）の充実 

（１）意図を共有した組織としての実践 

  これまで、キャリア教育全体計画と夢ノート指導

計画（右図）を活用し、取組を推進してきました。  

大切なことは、特別活動や総合的な学習の時間を

通して、どの力（資質能力）を伸ばすのかを我々が

意識して取り組むことにあります。例えば、学級の

係当番活動では、自分の仕事をやり遂げ、他者の役

に立つ充実感を感じたり、仲間から感謝されたりす

ることを通じ、望ましい勤労観を育むことができま

す。また、学校行事では、夢ノートによる振り返り

を通じて、子どもが自分の興味や特性を深く理解す

る機会になります。そのような意図を我々一人一人

が共有することで、子どもを更に成長させることが

できます。 

ねらいと取組が明確であれば、安定した実施と長

期的な継続が可能になります。前年踏襲とマイナー

チェンジで十分に資質能力を育むことができる状

態は、働き方改革の観点でも望ましいと考えます。

そのために以下の方向性を共有しています。 

（２）総合的な学習の時間の整理 

大志学（キャリア教育）の要となる特別活動の充実は、実現できている現状にあります。コロナ禍によ

る影響で活動が縮小されていた総合的な学習の時間の整理が課題と捉えました。 

困難さとしては、各教科よりも自由度が高く、旅行・集団宿泊的行事との関連もあるため、校内での議

論と３校でのすり合わせに時間を要することにあります。そのため、３校で柱となるコンセプトとねらい

とする資質能力を明確にした上で、各国の学習活動・指導計画の詳細を練り上げる方向性としました。  

小小連携を図りながら、同時に中学校の取組について議論を進めているところです。また地域社会との

つながりを感じながら成長できるよう、地域資源の活用も視野に入れています。 

２ 学園制加配 

大曲中学校区では、令和４年度より

学園制加配による取組を実践していま

す。理科と英語科の中学校教諭が、２

校の５・６年生の授業を全て担当する

というものです。 

成果として、専門教科の技量を生か

した指導で児童の学力が高まっています。また、中学校の学習におけるつまずきを知る教員が指導にあたる

ことで、学習内容の重点化が図られ、スムーズな小中接続と持続的な学習の積み上げに効果を上げています。 


